
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高畑小学校 学校だより ２月号 

令和７年１月３１日(金)  発行 

あいさつ週間について 
                  生活委員会 

１月２１日(火)から１月２４日(金)まで、生活委

員会が中心となり、あいさつ運動を行いました。学

校公開の期間だったこともあり、元気にあいさつし

ようとする様子がみられた様に感じます。あいさつ

は、心と心をつなぐ大切なものです。これからもあ

いさつができるよう指導していきますので、御協力

お願いいたします。 

ユニセフ募金について 

特活部 

 今年も代表委員の児童がユニセフ集会

を行います。１２月から代表委員の児童

は、ユニセフはどんな活動をしているの

か、どれぐらいのこどもが支援を必要と

しているのかなど、支援を必要とする世

界中のこどもたちの現状を調べ、クイズ

形式で紹介をする準備をしています。ユ

ニセフ募金集会は５日（水）に行う予定

です。 

翌日６日（木）、７日（金）に募金活

動を行います。ユニセフ募金専用の封筒

を配布します。環境保護の観点から、封

をする際には、セロハンテープではなく

のり付けをお願いします。 

今年度もユニセフ募金への御協力をよ

ろしくお願いします。 

 

大田区漢字検定について      山本 柚里 

２月１２日（木）に大田区の漢字検定を行います。

今年度より、年に１回の実施になりました。それぞれ

の希望する級に向けて過去の問題で練習して本番に

臨みます。 

日常生活や学習活動に生かすことができるように

普段から漢字に対する関心を高め、認識を深めてほ

しいと思っています。 

 
学校にできること、学校だからこそできること 

副校長 松沼 洋介  

 学校公開および体育・健康教育地区公開講座への御来校、ありがとうございました。三段跳びオリン

ピアン山下航平選手の御講演を伺いながら、運動好きな児童を育てるために学校ができることは何だろ

うと私自身も考えました。 

 ボール遊びができる場所の減少、ゲームや動画など室内で楽しめる遊びの増加、テレビでのスポーツ

放映の減少等の要因もあり、児童の運動経験や運動量は減っています。もはや「野球を習ってはいない

けれどルールは知っている」という児童はほとんどいません。 

しかし、体育の授業を好きな児童は多く、雨で校庭体育が中止になると、他の教科よりも残念がる声

が児童から聞こえます。みんなで運動することは、児童にとってやはり楽しいものなのだと思います。

学校公開の際には、２年生が第一校庭で「ボール投げゲーム」をしていました。野球やサッカーといっ

たいわゆる「スポーツ」ではありませんが、みんな楽しそうに運動していました。学校ができること

は、楽しい運動経験を積ませていくことなのだと改めて感じました。思い返せば、私自身はこどもの頃

運動は下手でしたが好きでした。覚えていることの一つに、体育のサッカーの授業の中で「奇跡のボレ

ーシュート」が決まった瞬間があり、その経験も今の私につながっているのだと思います。 

改めて考えると、学校だからこそできる経験はたくさんあります。水泳や書き初め（毛筆書写）など

は、学校でやらなければ一生やらない人もいるかもしれません。学校だからできること、学校でこそで

きることを今後も充実させていき、楽しい運動経験、楽しい学習経験を児童に積み重ねていきたいと思

います。各御家庭、地域の皆様の御協力も不可欠ですので、引き続きよろしくお願いいたします。 
も知らない 
生活科の学習難しい 
 
書き初め（毛筆書写）、水泳、そろばん、 
 
学校の役割 学校でないと、学校だから、学習する、経験できる、経験を積ませられる 
 
 
 



 


